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自
じ

分
ぶん

を磨
みが

く 

副
ふ く

校
こ う

長
ちょう

  薄
う す

田
だ

 秀
ひ で

明
あ き

 

 ある日
ひ

、校内
こうない

を回
まわ

っていると１年
ねん

生
せい

の男
だん

子
し

が私
わたし

に近
ちか

寄
よ

ってきて、「副
ふく

校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

、２年生
ねんせい

の字
じ

が上手
じょうず

で

す。」と目
め

をキラキラと輝
かがや

かせながら話
はな

しかけてきました。私
わたし

は、「そうだね。○○さんも上手
じょうず

に書
か

い

ていたね。」と返
かえ

すと、照
て

れくさそうに「そうかな。２年生
ねんせい

になったら、もっと上手
じょうず

になるかな。」すか

さず「そうだな。いつも丁寧
ていねい

に書
か

こうと思
おも

っていたら、もっともっと上手
じょうず

になるよ。」と答
こた

えたら、み

んなの列
れつ

に戻
もど

っていきました。校
こう

内
ない

書
しょ

写
しゃ

展
てん

で教
きょう

室
しつ

前
まえ

に飾
かざ

られてある２年生
ねんせい

の作
さく

品
ひん

を１年生
ねんせい

がじっと見
み

つめていました。きっと２年生
ねんせい

の字
じ

を見
み

て感
かん

動
どう

したと同
どう

時
じ

に、自
じ

分
ぶん

も成
せい

長
ちょう

したいという思
おも

いをもった

のでしょう。みんなの列
れつ

から離
はな

れて、私
わたし

のところにやってきたのでした。（校
こう

内
ない

書
しょ

写
しゃ

展
てん

の様
よう

子
す

は学
がっ

校
こう

ホ

ームページに掲
けい

載
さい

されているので、ご覧
らん

ください。）学
がっ

校
こう

の中
なか

には、いろいろな掲
けい

示
じ

物
ぶつ

があります。図
ず

画
が

工
こう

作
さく

の絵
かい

画
が

や立
りっ

体
たい

作
さく

品
ひん

、書
しょ

写
しゃ

、学
がく

習
しゅう

の軌
き

跡
せき

、係
かかり

活
かつ

動
どう

のポスターや計
けい

画
かく

書
しょ

など子
こ

どもたちが学
まな

び、感
かん

じ

たことが形
かたち

になって表
あらわ

れています。子
こ

どもたちは、その掲
けい

示
じ

物
ぶつ

から刺
し

激
げき

を受
う

け、自
じ

分
ぶん

の成
せい

長
ちょう

に役
やく

立
だ

て

ようとしています。“あっ、この色
いろ

素
す

敵
てき

だな。私
わたし

の作
さく

品
ひん

に取
と

り入
い

れよう”“へー、○○さんはこんな風
ふう

に

考
かんが

えていたんだ”“何
なん

でこんな形
かたち

になっているの。すごいな”“私
わたし

もやってみたい”と心
こころ

の中
なか

で成
せい

長
ちょう

する瞬
しゅん

間
かん

の声
こえ

や挑
ちょう

戦
せん

しようと決
けつ

意
い

する声
こえ

をあげていると思
おも

います。人
ひと

には無
む

限
げん

の可
か

能
のう

性
せい

があります。

しかし、その力
ちから

を発
はっ

揮
き

できることとは必
かなら

ずしもイコールではありません。人
ひと

は人
ひと

との関
かん

係
けい

性
せい

の中
なか

で磨
みが

か

れていきます。家
か

族
ぞく

、友
ゆう

人
じん

、地
ち

域
いき

、学
がっ

校
こう

、習
なら

い事
ごと

・・・コロナ禍
か

で生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

が変
へん

化
か

し、身
しん

体
たい

的
てき

な距
きょ

離
り

を

おかなくていけませんが、こんな時
とき

だからこそより心
こころ

の距
きょ

離
り

は縮
ちぢ

め、絆
きずな

を強
つよ

くしていきたいものです。 

 ある教
きょう

室
しつ

の黒
こく

板
ばん

の横
よこ

に「聞
き

き方
かた

名
めい

人
じん

」という掲
けい

示
じ

物
ぶつ

がありました。授
じゅ

業
ぎょう

で他
ほか

の児
じ

童
どう

の意
い

見
けん

を「聞
き

く」

ことに重
おも

きを置
お

くためで、「話
はな

す」ことを強
きょう

調
ちょう

した方
ほう

が主
しゅ

体
たい

的
てき

な学
まな

びを促
うなが

すかと思
おも

いきや、そうとは限
かぎ

りません。ことわざに「話
はな

し上手
じょうず

は聞
き

き上手
じょうず

」とあり、意
い

味
み

は「本
ほん

当
とう

に話
はなし

が上手
じょうず

な人
ひと

は、他
た

人
にん

の話
はなし

を

よく聞
き

いて、自
じ

分
ぶん

の話
はなし

をする。」ということです。「自
じ

分
ぶん

が何
なに

を話
はな

すか」ばかりに気
き

を取
と

られ、人
ひと

の話
はなし

の

内
ない

容
よう

をほとんど覚
おぼ

えていないことがあります。聞
き

くことに集
しゅう

中
ちゅう

すれば、自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えとの共
きょう

通
つう

点
てん

も相
そう

違
い

点
てん

もよく分
わ

かり、その気
き

づきが「学
まな

び」となります。さらに皆
みな

が真
しん

剣
けん

に聞
き

いてくれることで、話
はな

す側
がわ

も

言
こと

葉
ば

に自
し

然
ぜん

と熱
ねつ

がこもります。対
たい

話
わ

とは「互
たが

いの語
かた

る言
こと

葉
ば

の『意
い

味
み

』を共
きょう

有
ゆう

し、理
り

解
かい

し合
あ

う」ことで

はないでしょうか。これも人
ひと

と人
ひと

の関
かん

係
けい

性
せい

の中
なか

で磨
みが

かれていきます。今
こん

年
ねん

度
ど

もあと２か月
げつ

となりました。

子
こ

どもたちも学
がく

年
ねん

のまとめと来
らい

年
ねん

度
ど

に向
む

けての準
じゅん

備
び

の期
き

間
かん

となりますが、皆
みな

様
さま

のご理
り

解
かい

とご協
きょう

力
りょく

をお

願
ねが

いいたします。 
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